
No. 31A2

19 -st1- 25
14 -2nd- 8
18 -3rd- 10
25 -4th- 20

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

9 * 8 0 5 4 11 0 0 1 0 2 2 0 3 0 0
3 - - - - - - - - - - - - - - -
6 18 3 7 3 3 3 0 0 0 1 1 0 0 0 0
7 - - - - - - - - - - - - - - -

10 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 * 6 0 0 2 5 2 2 3 1 6 7 0 1 0 0
13 - - - - - - - - - - - - - - -
14 * 8 1 4 2 3 1 1 1 2 1 3 0 1 0 0

15 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
29 - - - - - - - - - - - - - - -
34 - - - - - - - - - - - - - - -
50 * 22 0 0 9 18 4 5 2 4 6 10 0 0 0 0
91 * 10 0 1 4 8 2 4 4 0 7 7 0 0 0 0
99 6 0 0 2 3 2 0 1 1 2 3 0 1 0 0

                
                
                
                
                

       
合　　計 79 4 17 26 53 15 12 12 8 25 33 0 6 0 0 0:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

17 - - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - - -
2 - - - - - - - - - - - - - - -
9 - - - - - - - - - - - - - - -

11 * 9 0 0 4 6 1 2 3 0 2 2 0 0 0 0
15 - - - - - - - - - - - - - - -
18 - - - - - - - - - - - - - - -
25 * 21 1 5 8 17 2 2 3 2 4 6 0 2 0 0
32 - - - - - - - - - - - - - - -
34 * 12 3 13 1 2 1 2 3 0 2 2 0 0 0 0
51 * 6 0 0 3 9 0 0 4 2 2 4 0 0 0 0
57 - - - - - - - - - - - - - - -
72 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
92 2 0 0 1 3 0 0 4 0 0 0 0 2 0 0
99 * 13 0 1 6 18 1 3 1 2 7 9 0 0 0 0

                
                
                
                
                

       
合　　計 63 4 19 23 55 5 9 18 6 17 23 0 4 0 0 0:00

FG: F: TO: MIN:
成功 3P: OR: AS: S: スターター

試投 2P: DR: ST: OT: 延長

シュート率 FT: TOT: BS:

大会名称：

開催場所：

試合区分：

期　　　日：

開始時間：

終了時間：

ゲームレポート

ブロックショットトータルリバウンド

○ ●

76 63

フリースロー

フィールドゴール

％:

○試合まとめ
　出だしは、東北学院大が速攻や外角のシュートから得点を重ねる。対する富士大も積極的なリバウ
ンドやディフェンスから点差をつめようとくらいつく。両者ともに粘り強いディフェンスで互いに思うように
得点をとれず、第2ピリオドはロースコアゲームとなる。しかし第2ピリオド終盤、富士大は強い攻めで点
差をつめ33-33で前半を折り返す。後半は、富士大が確実なディフェンスリバウンドからの積極的な攻
めでリードする。東北学院大も力強いドライブから点差をつめようとくらいつくが、相手の攻撃をとめるこ
とができず76-63で富士大が勝利を収めた。
○第一ピリオド
　出だしから、両チームともに速い攻防が繰り広げられる戦いとなった。そんな中、東北学院大が確実
に外角のシュートを決めて一歩リードする。対する富士大も積極的な強い攻めで相手のファールを誘
い点差を縮めるが、東北学院大がリードを許さず、第一ピリオド25-20で終了。
○第二ピリオド
　序盤は東北学院大が速攻から点をとり、流れをつかむ。しかし、その後富士大は厳しいディフェンス
から確実に得点を重ね逆転する。第２ピリオド後半は、互いの堅いディフェンスから得点を積み重ねる
ことが難しい戦いとなった。結局両者とも譲らず、33-33で前半を折り返した。
○第三ピリオド
　出だしは、東方学院大が、強い攻めから相手のファールを誘いリードする。対する富士大も素早いパ
ス回しからシュートを決めくらいつく。ピリオド後半、富士大はディフェンスリバウンドを確実にとり、素早
い攻撃につなげ、逆転する。その後も富士大の#50富樫が力強い攻めからファールをもらってリードを
許さず、51-43で終了。
○第四ピリオド
　出だしから、富士大の#６呉の3Pや、ドリブルカットからの速攻で得点を重ねる。さらに#99石井のオ
フェンスリバウンドによりリードを広げる。対する東北学院大は#25石ケ守の積極的な攻めで相手の
ファールを誘ったり、#34菊池の3Pで点差をつめようとしたりするが、富士大の力強い攻めをとめること
ができず、76-63で富士大が勝利を収めた。
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